
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

  



 

 
はじめに 

 

本市の食育については、平成 17 年７月施行の「食育基本法」、平成 18 年３月策定の

「食育推進基本計画」に基づき、平成 20 年に「静岡市食育推進計画」、平成 25 年に「第

２次静岡市食育推進計画」、平成 30 年に「第３次静岡市食育推進計画」を策定し、関係

機関や団体と一体となって、食育を推進してまいりました。 

 

このたび、本市の第４次総合計画（令和５年から令和 12 年）の５大重点政策に掲げる

「子どもの育ちと長寿を支えるまちの推進」の実現のため、「静岡市健康長寿・誰もが活

躍のまちづくり計画」、「静岡市健康爛漫計画」などの他の計画とも整合を図り、第４次

静岡市食育推進計画（令和６年から令和 12 年）を策定いたしました。 

 

食は命の源であり、私たち人間が生きていく上で欠かすことのできない大切なもので

す。生涯に渡り、心豊かな生活を送るためには、健康的な食生活を実践し、おいしく楽し

く食べることが重要です。 

また私たちの食生活は、自然の恩恵の上に成り立っており、食に関わる全ての人々の

活動により支えられています。地域の自然、文化、産業等への理解を深めるとともに食

への感謝の気持ちを育みながら、静岡市らしい食育を推進していきます。 

 

結びに、本計画の策定にあたり、専門的な知見や経験から活発にご審議くださいまし

た静岡市食育推進会議委員の皆様、パブリックコメント等で貴重なご意見をくださいま

した関係機関・団体及び多くの市民の皆様に心より御礼申し上げます。 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月 

静岡市長 難波 喬司 
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第１章 計画の基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

第１章  

 

計画の基本的な考え方 

1-1 計画策定の趣旨 

1-2 食育に関する国の取組 

1-3 計画の位置づけ 

1-4 計画の期間 

1-5 ＳＤＧｓとの関係 



 

1-1 計画策定の趣旨 

「食育」とは生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となるものであり、様々な

経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践すること

ができる人間を育てることをいいます。 

国は食育を総合的かつ計画的に推進するため、平成 17 年に食育基本法を制定し、これに基づ

き平成 18 年３月に食育推進基本計画を策定しました。その後は幾度かの改定を重ね、令和３年

３月に第４次食育推進基本計画を策定、「生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進」「持続可

能な食を支える食育の推進」「『新たな日常』やデジタル化に対応した食育の推進」を重点事項と

し、わが国における食育の新たな方向性を示しています。 

本市では、国の策定した食育推進基本計画の内容を踏まえながら食育を推進し、平成 30 年３

月に策定した「第３次静岡市食育推進計画 食を通じて未来を育み、しずおかの「わ」を広げよ

う ～健康長寿のまちづくりを食から～」では、心豊かな人間性を育むとともに、更なる食育の

推進を図ってきました。 

近年では、少子高齢化の進行に伴い超高齢化社会を迎え、誰もが健康で長く活躍できる社会の

実現が期待されるようになりました。一方、食に関する価値観やライフスタイルの多様化が進

むにつれ、簡便な食事や不規則な食生活などに起因すると考えられる生活習慣病が増加するな

ど、解決すべき新たな課題が生じています。また、新型コロナウイルス感染症の蔓延防止策によ

る身体活動等の大幅な制限、それに伴う心身への悪影響に加え、食の安全や食品ロスの問題な

ど、食を取り巻く環境が大きく変化するとともに、食育への期待はますます高まっています。 

本計画を通じて、市民の皆様一人ひとりが食に関する知識を身につけ、生涯を通じて心身とも

に健康に過ごすとともに、豊かな人間性を育む社会の実現を目指します。 

 

 

1-2 食育に関する国の取組 

国では、「食育」によって「国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性を育む」こ

とを目的として、平成 17 年７月に食育基本法が施行されました。そして、食育に関する施策を

総合的かつ計画的に推進するため、平成 18 年３月に「食育推進基本計画」を策定しています。

その後、５年ごとに改正され、令和３年３月に「第４次食育推進基本計画」を策定し、「生涯を通

じた心身の健康を支える食育の推進」「持続可能な食の３つのわ（環境の環・人の輪・和食文化の

和）を支える食育の推進」「『新たな日常』やデジタル化に対応した食育の推進」を新たな重点事

項として位置づけています。 
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1-3 計画の位置づけ 

本計画は、食育基本法第 18 条第１項に基づく市町村食育推進計画として、本市の食育に関す

る基本的な事項を定めるものです。 

また、国の「第４次食育推進基本計画（令和３年度～令和７年度）」、静岡市の「第４次静岡市

総合計画（令和５年度～令和 12 年度）」、静岡県の「ふじのくに食育推進計画」などに加え、「静

岡市健康爛漫計画（第３次）」、「静岡市食の安全・安心アクションプラン」など関連計画との整合

性を図り策定しました。 

 

第４次静岡市総合計画 「世界に輝く静岡」の実現

第４次静岡市
食育推進計画

食育基本法

第４次食育推進基本計画
国
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静岡市健康爛漫計画

静岡市健康長寿・誰もが活躍のまちづくり計画

静岡市食の安全・安心アクションプラン

静岡市生涯学習推進大綱

静岡市消費生活基本計画

静岡市子ども・子育て・若者プラン

静岡市農業振興計画

静岡市茶どころ日本一計画

静岡市しずまえ振興計画

静岡市教育振興基本計画

静岡市立小中学校における食育推進ガイドライン

静岡市歯と口腔の健康づくり推進計画

1-3 計画の位置づけ 



 

 

1-4 計画の期間 

計画の期間は、令和６年度から令和 12 年度の７年間です。中間年には計画の進捗状況等を確

認し、国や静岡県、静岡市の関連計画等との整合性を図るとともに、社会情勢等を踏まえなが

ら適宜見直します。 

 

 第４次 

静岡市食育推進計画 

第４次 

食育推進基本計画 

第４次 

静岡市総合計画 
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（2021年度） 
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1-5 ＳＤＧｓとの関係 

 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とは、「誰一人取り残さない」持続可能な社会の実現に向け

て、平成 27 年９月に国連本部において採択された令和 12 年までの国際目標です。 

17 のゴール・169 のターゲットから構成され、そのゴールの中には、健康的な生活の確保や食

料安全保障及び栄養の改善なども含まれています。 

本市においても、全庁をあげてＳＤＧｓの達成に寄与する考え方に基づき、計画を推進します。 

 

 

 

1-5 ＳＤＧｓとの関係 

第４次静岡市食育推進計画に関連する主な SDGｓ 

※本計画においても、SDGs の目標と関係の深い取組を促進し、SDGs の達成に貢献していきます。 

  



 

  



 

 

第２章 食をめぐる現状と課題 
 

 

 

 

第２章  

 

食をめぐる現状と課題 

２-1 本市の特徴 

２-2 第３次静岡市食育推進計画の概要 

２-3 食生活の現状 

２-4 第３次静岡市食育推進計画の目標と評価 

2-5 食を取り巻く社会情勢 

2-6 第３次静岡市食育推進計画の課題 



 

2-1 本市の特徴 

（１）地勢 

本市の市域は、南の駿河湾から、北は長野県や山梨県境の 3.000 メートル級の山々が連なる南

アルプスに至り、約 1,411 平方キロメートルと広大な面積を有します。 

市域の大部分は山間地が占めており、安倍川・藁科川・興津川等の清流の水源を有し、その流

れは豊かな自然環境の中、駿河湾へと注がれています。年平均気温が 17.2 度という温暖な気候

により四季折々の食べ物に恵まれ、古来からの食文化を受け継いできました。 

東名高速道路・新東名高速道路・ＪＲ東海道本線・東海道新幹線が東西に走り、京浜・中京を

結ぶ中間に位置することにより様々な食材が流通しています。 

本市は、自然や物流等様々な面で恵まれており、こうした環境に対する感謝の念を育み、その

特性を活かした食育を推進していきます。 

 

（２）人口と世帯 

本市の総人口は減少傾向にあり、令和４年には 69 万人を下回りました。 

内訳をみると、０～64 歳人口が減少しているのに対し、65 歳以上人口（高齢者人口）が増加

しています。また、世帯数が増加しているとともに１世帯平均人数が微減していることから、単

身世帯が増加していると考えられます。 
 

項目 平成 30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 

総人口（人） 703,168 698,937 695,195 690,431 685,164 

 

０～14歳（人） 82,731 80,971 79,343 77,577 75,588  

15～64歳（人） 411,482 408,079 404,929 401,374 398,352  

65歳以上（人） 208,955 209,887 210,923 211,480 211,224  

高齢化率（％） 29.7 30.0 30.3 30.6 30.8 

世帯数（世帯） 315,623 317,701 320,013 321,665 323,225 

１世帯平均人数（人） 2.23 2.20 2.17 2.15 2.12 

資料：住民基本台帳（各年９月 30 日現在） 
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2.30

2.40

2.50

310,000

312,000

314,000

316,000

318,000

320,000

322,000

324,000

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

（人）（世帯）

世帯数 1世帯平均人数（右軸）

２-1 本市の特徴 
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（３）静岡市の恵み（オクシズ・しずまえ） 

本市は恵まれた自然環境のもと、お茶やみかん、わさび、いちご、葉しょうが、トマト、枝豆

といった様々な農産物が一年を通して豊富に作られています。 

また、清水港や用宗漁港、由比漁港において、冷凍まぐろやあじ、さば、しらす、桜えび等の

多くの水産物が水揚げされ、水産加工品も多く製造されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【オクシズとは？】 
  

 

120  

 

【しずまえとは？】 
  

 

 

 

しずまえロゴマーク 



 

2-2 第３次静岡市食育推進計画の概要 

（１）計画の概要 

本計画は、食育基本法第 18 条第１項に基づく市町村食育推進計画です。静岡市が今後の食育

推進の方向性などを定め、国や静岡県と連携しながら、施策を分野横断的に推進するために策定

しています。 

第３次静岡市食育推進計画の概要は以下のとおりです。 

 

（２）これまでの取組 

① 若い世代を中心とした食育の推進 

健全な心身を培い、豊かな人間性を育むためには、生涯を通じた食育を推進していくことが

重要です。しかし、10 歳代後半から 30 歳代の若い世代は、進学や就職等に伴う生活環境の変

化などから食生活が乱れ始め、朝食欠食や野菜不足などの食に関する課題が多くみられます。 

若い世代から望ましい食生活を実践し、健康寿命の延伸につなげることができるよう、主体

的に取り組む食育推進事業を実施しました。 

 

② 健康長寿世界一につながる食育の推進 

社会環境や世帯構造などの変化により、食に関する価値観やライフスタイルも多様化し、ど

の世代においても栄養バランスの内容等について、様々な課題を抱えています。 

生活習慣病の発症・重症化を予防し、全ての市民が健やかで心豊かに生活できるよう、啓発

資料の配布や各種教室・イベント等の開催を通して、食に関する知識の普及・啓発を行いまし

た。 

 

 

２-2 第３次静岡市食育推進計画の概要 

【計画期間】 

  平成 30年度～令和５年度 

 

【基本理念】 

  食を通じて未来を育み、しずおかの「わ」を広げよう 

     ～健康長寿のまちづくりを食から～ 

 

【基本方針】 

  基本方針１：若い世代を中心とした食育の推進 

  基本方針２：健康長寿世界一につながる食育の推進 

  基本方針３：「わ」（和・輪・環）の食育の推進 
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③「わ」（和・輪・環）の食育の推進 

「和」 静岡市で受け継がれる和食  

静岡市の山の恵み（オクシズ）、駿河湾の恵み（しずまえ）といった豊かな食文化を継承

するために、イベントや食育ボランティア等による活動、情報の提供等を通して、次世代

につなげていけるよう食育を推進してきました。 
 

「輪」 食でつながる人々の輪  

家族や友人等と食事をとりながらコミュニケーションを図る「共食（きょうしょく）」の

機会を提供できる教室の開催や情報発信等を行いました。 
 

「環」 食の循環や環境への配慮  

食生活は自然の恩恵の上に成り立っていることから、食に対する感謝の念を深めること

や、食品ロス削減に向けた料理教室等の体験活動を通して食育を推進してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【しずおかカラダに eat75（健康づくり推進課）：高校生等を対象とした出張型食育教室】 



 

2-3 食生活の現状 

本計画の策定にあたり、令和４年度に「健康・食育に関する意識・生活アンケート調査」を実

施しました。 

調査の概要は以下のとおりです。 

（１）食育への関心（【12 歳以上】「食育」に関心がありますか） 

 食育への関心がある人は、前回に比べて大きく低下  

食育への関心は、「非常に関心がある」と「どちらかといえば関心がある」を合わせた『関心が

ある傾向』が 50.9％であり、平成 28 年度に比べて大きく低下しています。 

年代別では、「非常に関心がある」が 20 歳代や 30 歳代で比較的高く、40 歳代は『関心がある

傾向』が他の年代と比べてやや高くなっています。 
 

 
出典：令和４年度 健康・食育に関する意識・生活アンケート調査 

  

15.2%

8.6%

6.4%

10.3%

6.3%

14.4%

14.9%

10.6%

10.2%

8.0%

7.3%

71.1%

42.3%

34.3%

48.4%

38.3%

42.3%

45.5%

52.9%

48.8%

48.3%

36.5%

9.6%

26.4%

32.3%

22.2%

27.2%

25.8%

22.3%

23.8%

25.9%

25.1%

29.2%

0.8%

6.6%

9.9%

4.1%

9.7%

5.2%

7.4%

7.4%

6.3%

3.8%

4.4%

2.5%

13.1%

14.9%

11.6%

17.7%

11.3%

9.1%

5.3%

8.8%

12.2%

13.9%

0.8%

3.0%

2.2%

3.6%

0.8%

1.0%

0.8%

0.0%

0.0%

2.7%

8.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

平成28年度（N=971）

令和４年度（N=2,001）

男性（N=872）

女性（N=1,116）

12～19歳（N=606）

20歳代（N=97）

30歳代（N=121）

40歳代（N=189）

50歳代（N=205）

60歳代（N=263）

70歳以上（N=504）

非常に関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない

まったく関心がない わからない 無回答

全体

性別

年代

２-3 食生活の現状 

調査種別：〇１～３歳調査（1,100 人 保護者が記入）  

〇４～12 歳（小学生まで）調査（1,250 人 保護者が記入） 

       〇12～19 歳（中学生から）調査（2,000 人 本人が記入）   

〇20～64 歳調査（1,750 人 本人が記入）  〇65～84 歳調査（1,200 人 本人が記入） 

調査対象：7,300 人 
 

調査地域：静岡市全域 
 

調査対象：静岡市在住の男女 
 

調査期間：令和４年７月４日～令和４年７月 27 日 
 

回収率 ：43.5％（3,175件回収） 
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（２）朝食の摂取状況（【12 歳以上】普段、朝食を食べますか） 

 朝食をほぼ毎日食べる人は、年代が上がるにつれて高まる傾向  

朝食の摂取状況は、「ほぼ毎日食べる」が 84.8％であり、平成 28 年度に比べてやや高くなりま

した。年代別では、20 歳代が 70.1％と低いものの、年代が上がるにつれて、ほぼ毎日食べる傾

向にあります。 
 

 
出典：令和４年度 健康・食育に関する意識・生活アンケート調査 

  

（３）主食・主菜・副菜のそろった食事（【12 歳以上】普段から食べているもの） 

 朝食では、主菜、副菜の摂取が不足している傾向  

普段から食べているもの（朝食）は、「主食（パン・ご飯・麺・シリアル・もち）」が最も高く、

「エネルギーを含まない飲料（水・緑茶等）」が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和４年度 健康・食育に関する意識・生活アンケート調査  
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80.5%

91.3%
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5.2%

4.6%
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8.6%

11.3%

7.4%

3.7%

4.9%

1.1%

2.6%

3.6%

2.5%
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1.0%
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4.8%

4.4%

2.7%

0.8%

7.2%

7.1%

7.9%

6.5%

5.9%

17.5%

11.6%

13.2%

10.2%

4.6%

3.2%

2.2%

0.4%

0.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

平成28年度（N=971）

令和４年度（N=2,001）

男性（N=872）

女性（N=1,116）

12～19歳（N=606）

20歳代（N=97）

30歳代（N=121）

40歳代（N=189）

50歳代（N=205）

60歳代（N=263）

70歳以上（N=504）

ほぼ毎日食べる（週６～７日） 週４～５日食べる 週２～３日食べる

ほとんど食べない（週０～１日） 無回答

0.0%

0.0%

全体

性別

年代

86.4 

46.0 

31.1 

41.6 

48.4 

24.0 

3.4 

33.1 

9.7 

12.0 

61.7 

2.4 

2.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

87.5 

46.9 

38.9 

44.0 

58.3 

34.5 

3.6 

34.3 

10.3 

17.3 

72.8 

1.3 

1.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性（n=872） 女性（n=1,116） 

菓子 

乳製品（牛乳・ヨーグルト・チーズ） 

嗜好飲料（ｼﾞｭｰｽ・ｽﾎﾟｰﾂﾄﾞﾘﾝｸ・ｺｰﾋｰ等） 

栄養補助食品（プロテイン等） 

果物 

サプリメント（ビタミン・カルシウム・鉄等） 

エネルギーを含まない飲料（水・緑茶等） 

食べない 

無回答 

汁物（味噌汁・スープ） 

副菜（野菜・きのこ・海藻・いも） 

主菜（肉・魚・卵・大豆製品） 

主菜（パン・ご飯・麺・シリアル・もち） 



 

（４）間食の摂取状況（【12 歳以上】あなたは間食をとりますか） 

 間食をほぼ毎日とる人は前回に比べて高まった  

間食の摂取状況は、「ほぼ毎日とる（週６～７日）」が 37.4％であり、平成 28 年度に比べて高

くなっています。性別では男性に比べて女性の方が高いほか、年代が上がるにつれて、間食する

頻度が低くなる傾向にあります。 
 

 

出典：令和４年度 健康・食育に関する意識・生活アンケート調査 
 

（５）適正体重（【12 歳以上】身長・体重を教えてください） 

 女性や 10歳代の「やせ」が高い傾向  

全体のやせの割合は 16.8％であり、平成 28 年度に比べてやや高くなっています。また女性の

やせは、男性に比べてやや高く、年代では 10 歳代が他の年代に比べて高くなっています。 
 

 
出典：令和４年度 健康・食育に関する意識・生活アンケート調査 
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0.0%

0.8%
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1.5%
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

平成28年度（N=971）

令和４年度（N=2,001）

男性（N=872）

女性（N=1,116）

12～19歳（N=606）

20歳代（N=97）

30歳代（N=121）

40歳代（N=189）

50歳代（N=205）

60歳代（N=263）

70歳以上（N=504）

ほぼ毎日とる（週６～７日） 週４～５日食とる 週２～３日とる ほとんどとらない（週０～１日） 無回答

全体

性別

年代

12.6%

16.8%

15.4%

18.2%

30.4%

17.5%

8.3%

15.9%

10.2%

8.7%

10.3%

70.0%

65.2%

63.1%

67.1%

61.6%

62.6%

71.9%

66.1%

65.4%
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15.9%

16.6%
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6.6%

18.6%

19.8%

17.5%

24.4%
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21.4%
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1.1%

0.9%

1.5%

1.0%

0.0%

0.5%

0.0%

1.1%
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

平成28年度（N=971）

令和４年度（N=2,001）

男性（N=872）

女性（N=1,116）

12～19歳（N=606）

20歳代（N=97）

30歳代（N=121）

40歳代（N=189）

50歳代（N=205）

60歳代（N=263）

70歳以上（N=504）

やせ 普通 肥満 無回答

全体

性別

年代
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（６）生活習慣病予防・改善の取組 

    （【12 歳以上】生活習慣病の予防や改善のために、取り組んでいることはありますか） 

 生活習慣病予防・改善に取り組んでいる人は、年代が上がるにつれて高まる傾向  

生活習慣病予防・改善の取組は、平成 28 年度に比べてやや高くなりました。男女別では、男

性が運動に気をつけている傾向があり、女性は食事に気をつけている傾向があります。 

また、年代が上がるにつれて、「食事・運動に共に気をつけている」が高くなっています。 
 

 
出典：令和４年度 健康・食育に関する意識・生活アンケート調査 

   

（７）食品の安全に関する知識 

    （【12 歳以上】日常生活に困らない位の食品の安全に関する知識をもっていますか） 

 食品の安全に関する知識がある人は前回と同様の傾向  

食品の安全に関する知識は、「十分にあると思う」と「ある程度あると思う」を合わせた『ある

と思う』が 63.9％であり、平成 28 年度と同様の傾向となっています。 
 

 
出典：令和４年度 健康・食育に関する意識・生活アンケート調査 
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41.8%
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0.3%

0.6%
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31.2%
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平成28年度（N=971）

令和４年度（N=2,001）

男性（N=872）

女性（N=1,116）

12～19歳（N=606）

20歳代（N=97）

30歳代（N=121）

40歳代（N=189）

50歳代（N=205）

60歳代（N=263）

70歳以上（N=504）

食事に気をつけている 運動に気をつけている 食事・運動に共に気をつけている

その他 何もしていない 無回答

全体

性別

年代

5.7%

9.8%

9.5%

9.9%

9.6%

11.3%

9.9%

7.4%

10.2%

11.0%

9.9%
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60.6%
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58.7%

60.5%

60.5%

60.9%

26.3%

25.5%

31.0%

21.5%

32.0%

25.8%

32.2%

27.0%

23.9%

22.4%

18.1%

4.2%

8.3%

12.0%

5.6%

15.3%

16.5%

1.7%

6.9%

4.9%

4.2%

4.2%

3.7%

2.2%

1.8%

2.4%

0.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.5%

1.9%

6.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

平成28年度（N=971）

令和４年度（N=2,001）

男性（N=872）

女性（N=1,116）

12～19歳（N=606）

20歳代（N=97）

30歳代（N=121）

40歳代（N=189）

50歳代（N=205）

60歳代（N=263）

70歳以上（N=504）

十分にあると思う ある程度あると思う あまりないと思う まったくないと思う 無回答

全体

性別

年代



 

（８）ゆっくり噛んで味わって食べるなど食べ方への関心 

    （【12 歳以上】③食べ方に関心がある（よく噛む、味わう）） 

 食べ方に関心がある人は、前回と同様の傾向  

食べ方に関心がある（よく噛む、味わう）人は、「いつも」と「ときどき」を合わせた割合が

78.2％であり、平成 28 年度と同様の傾向となっています。 
 

 
出典：令和４年度 健康・食育に関する意識・生活アンケート調査 

  

（９）毎日１回以上共食する人（【12 歳以上】１週間のうち朝食・夕食はどなたと食べることが多いか） 

 男女ともに 20歳代は共食をする機会が少なくなる 

概ね７割近くの人が毎日１回以上共食していますが、20 歳代は男性が 41.0％、女性が 46.6％

であり、共食をする機会が少なくなっています。 

 
出典：令和４年度 健康・食育に関する意識・生活アンケート調査  

38.6%

39.9%

34.2%

44.4%

38.3%

39.2%

42.1%

37.0%

35.1%

35.7%

46.6%

43.7%

38.3%

38.2%

38.4%

36.5%

35.1%

39.7%

42.3%

42.9%

45.2%

33.9%

10.2%

12.6%

17.3%

9.1%

16.3%

17.5%

11.6%

16.4%

15.6%

9.5%

6.5%

4.1%

6.5%

7.9%

5.6%

8.1%

8.2%

6.6%

4.2%

5.4%

7.6%

5.2%

3.4%

2.6%

2.4%

2.6%

0.8%

0.0%

0.0%

0.0%

1.0%

1.9%

7.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

平成28年度（N=971）

令和４年度（N=2,001）

男性（N=872）

女性（N=1,116）

12～19歳（N=606）

20歳代（N=97）

30歳代（N=121）

40歳代（N=189）

50歳代（N=205）

60歳代（N=263）

70歳以上（N=504）

いつも ときどき まったくない わからない 無回答

全体

性別

年代

68.1%

74.5%

72.9%

41.0%

46.6%

68.8%

75.3%

64.6%

80.9%

53.6%

65.0%

72.5%

72.5%

70.9%

58.0%

19.4%

13.9%

14.5%

46.2%

34.5%

18.8%

16.4%

25.3%

9.1%

32.1%

26.7%

19.2%

19.0%

14.5%

23.7%

12.6%

11.7%

12.6%

12.8%

19.0%

12.5%

8.2%

10.1%

10.0%

14.3%

8.3%

8.3%

8.5%

14.5%

18.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計（N=1,967）

男性12歳～19歳（N=274）

女性12歳～19歳（N=317）

男性20代（N=39）

女性20代（N=58）

男性30代（N=48）

女性30代（N=73）

男性40代（N=79）

女性40代（N=110）

男性50代（N=84）

女性50代（N=120）

男性60代（N=120）

女性60代（N=142）

男性70代以上（N=220）

女性70代以上（N=283）

共食をする 共食をしない 無回答
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（10）食品ロス削減（【12 歳以上】食品ロス削減のために何かしらの行動をしていますか） 

 食品ロス削減に向けて行動している人は前回に比べて高まった  

食品ロス削減のための行動有無は、「はい（行動している）」が 61.2％であり、平成 28 年度に

比べて高まりました。また、女性が男性に比べて高く、50 歳代が他の年代に比べてやや高い傾向

となっています。 
 

 
出典：令和４年度 健康・食育に関する意識・生活アンケート調査 

 

（11）市内農産物を意識して購入する割合（地産地消） 

（【18歳以上】市内農産物を意識して購入しますか） 

 地産地消の実践は、ほぼ横ばいで推移  

市内農産物を意識して購入する割合は、ほぼ横ばいで推移しています。 
 

 
出典：令和４年度 静岡市農業振興計画「静岡市産農産物に関するアンケート調査」  

50.3%

61.2%

55.4%

65.6%

59.6%

55.7%

61.2%

63.0%

70.7%

66.5%

56.7%

45.9%

34.5%

42.0%

28.9%

39.8%

42.3%

38.0%

34.9%

27.3%

29.7%

31.3%

3.8%

4.3%

2.6%

5.5%

0.7%

2.1%

0.8%

2.1%

2.0%

3.8%

11.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

平成28年度（N=971）

令和４年度（N=2,001）

男性（N=872）

女性（N=1,116）

12～19歳（N=606）

20歳代（N=97）

30歳代（N=121）

40歳代（N=189）

50歳代（N=205）

60歳代（N=263）

70歳以上（N=504）

はい いいえ 無回答

全体

性別

年代

25.7 
27.9 

24.8 
21.8 

25.7 
27.1 

22.9 

17.3 
19.5 

16.3 
17.9 16.8 

17.8 

20.5 

33.8 38.3 
34.9 

32.3 

35.0 
33.8 

31.1 

9.3 
11.2 

10.2 10.7 10.4 

13.9 

11.2 

19.5 21.0 19.0 20.8 
22.8 

20.8 19.2 

21.1 

23.6 

21.0 20.7 
22.2 22.7 

21.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

H28（2016） H29（2017） H30（2018） R1（2019） R2（2020） R3（2021） R4（2022）

（％）

お茶 みかん いちご 野菜全般 わさび 全体



 

（12）農林漁業体験（【12 歳以上】農林漁業体験をしたことがありますか） 

 農林漁業体験をしたことがある人は前回に比べて微減  

農林漁業体験の有無は、「はい（したことがある）」が 31.9％であり、平成 28 年度に比べてや

や減少しました。また、男性が女性に比べてやや高く、20 歳代が他の年代に比べてやや高い傾向

となっています。 
 

 
出典：令和４年度 健康・食育に関する意識・生活アンケート調査 

  

（13）食文化の継承 

    （【12 歳以上】地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継承し、伝えていますか） 

 食文化を継承している人は前回と同様の傾向  

伝統的な料理等の継承は、「はい（伝えている）」が 28.2％であり、平成 28 年度と同様の傾向

となっています。 
 

 
出典：令和４年度 健康・食育に関する意識・生活アンケート調査  

34.3%

31.9%

34.4%

30.1%

31.8%

42.3%

36.4%

32.8%

32.2%

35.4%

26.8%

61.4%

67.2%

65.4%

68.5%

67.8%

57.7%

62.8%

67.2%

67.3%

63.9%

70.8%

4.3%

0.9%

0.2%

1.4%

0.3%

0.0%

0.8%

0.0%

0.5%

0.8%

2.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

平成28年度（N=971）

令和４年度（N=2,001）

男性（N=872）

女性（N=1,116）

12～19歳（N=606）

20歳代（N=97）

30歳代（N=121）

40歳代（N=189）

50歳代（N=205）

60歳代（N=263）

70歳以上（N=504）

はい いいえ 無回答

全体

性別

年代

28.4%

28.2%

22.2%

32.8%

23.8%

20.6%

23.1%

32.8%

32.7%

27.4%

32.9%

68.0%

69.7%

76.4%

64.7%

75.4%

79.4%

75.2%

66.7%

66.3%

69.6%

62.5%

3.6%

2.1%

1.4%

2.5%

0.8%

0.0%

1.7%

0.5%

1.0%

3.0%

4.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

平成28年度（N=971）

令和４年度（N=2,001）

男性（N=872）

女性（N=1,116）

12～19歳（N=606）

20歳代（N=97）

30歳代（N=121）

40歳代（N=189）

50歳代（N=205）

60歳代（N=263）

70歳以上（N=504）

はい いいえ 無回答

全体

性別

年代
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（14）茶葉から入れた緑茶を飲む（【12 歳以上】④茶葉から入れた緑茶を飲む） 

 茶葉からお茶を入れて飲む人は、前回に比べて減少傾向  

茶葉からお茶を入れて飲む人は、「いつも」と「ときどき」を合わせた割合が 71.9％であり、

平成 28 年度に比べてやや減少しました。また、女性が男性に比べていつも飲んでいる割合が高

く、年代が上がるにつれて高くなる傾向にあります。 
 

 
出典：令和４年度 健康・食育に関する意識・生活アンケート調査 

  

53.3%

40.8%

35.2%

45.3%

21.5%

20.6%

18.2%

28.6%

36.6%

61.2%

68.8%

29.1%

31.1%

32.3%

30.2%

35.1%

42.3%

46.3%

42.9%

33.7%

23.6%

19.0%

12.2%

23.2%

26.5%

20.7%

36.0%

34.0%

33.9%

28.0%

26.3%

12.5%

6.0%

1.8%

2.8%

3.8%

2.2%

6.8%

3.1%

1.7%
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2.0%

1.1%

0.6%

3.6%

2.0%

2.2%

1.7%

0.7%

0.0%

0.0%

1.5%

1.5%

5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

平成28年度（N=971）

令和４年度（N=2,001）

男性（N=872）

女性（N=1,116）

12～19歳（N=606）

20歳代（N=97）

30歳代（N=121）

40歳代（N=189）

50歳代（N=205）

60歳代（N=263）

70歳以上（N=504）

いつも ときどき まったくない わからない 無回答

0.0%

全体

性別

年代



 

2-4 第３次静岡市食育推進計画の目標と評価 

 

目標 
第３次策定時 

（平成 28 年度） 
目標値 

現状値 

（令和４年度） 
評価 

1.食育に関心を持つ若い世代（20～30 歳代）の 

割合 
78.7％ 85％以上 58.7％ Ｄ 

2.朝食を欠食する若い世代の割合 
20 歳代 43.4％ 35％以下 29.9％ Ａ 

30 歳代 29.7％ 25％以下 22.3％ Ａ 

3.情報を得るために行動をする若い世代（20～30 歳代）

の割合 
－ 80％以上 46.3％ － 

4.女性（20 歳代）のやせ（低体重）の割合 30.4％ 20％以下 24.1％ Ｂ 

5.主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上

ほぼ毎日食べている若い世代（20～30 歳代）の割合 

43.2％※ 

(H27) 
55％以上 34.9％ 

Ｄ 
※目標値と 

比較して評価 

6.主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上

ほぼ毎日食べている市民（中学生～84 歳）の割合 

57.7％※ 

(H27) 
70％以上 49.3％ 

Ｄ 
※目標値と 

比較して評価 

7.生活習慣病予防や改善のために、適切な食事や定期的

な運動を継続して実施している市民（中学生～84 歳）

の割合 

60.6％ 65％以上 66.1％ Ａ 

8.食品の安全性について基礎的知識を持つ市民（中学生

～84 歳）の割合 
65.8％ 70％以上 63.9％ Ｃ 

9.ゆっくり噛んで味わって食べるなど食べ方に関心の

ある市民（中学生～84 歳）の割合 
38.6％ 45％以上 39.9％ Ｃ 

10.定期的に歯科健診を受診している市民（中学生～84

歳）の割合 
52.8％ 60％以上 57.5％ Ｂ 

11.毎日１回以上家族や友人等と一緒に食事をする市民

（中学生～84 歳）の割合 
81.0％ 85％以上 66.8％ Ｄ 

12.食品ロス削減のために行動している市民（中学生～

84 歳）の割合 
50.3％ 55％以上 61.2％ Ａ 

13.地元（静岡市）で生産された物を日頃から購入する

ようにしている市民（18 歳以上）の割合 

23.6％ 

(H29) 
30％以上 21.0％ Ｄ 

14.農林漁業体験をしたことがある市民（中学生～84 歳）

の割合 
34.3％ 40％以上 31.9％ Ｄ 

15.地域や家庭で受け継がれた伝統的な料理や作法など

を継承している市民（中学生～84 歳）の割合 
28.4％ 35％以上 28.2％ Ｃ 

16.茶葉から入れた緑茶を飲む市民（中学生～84 歳）の

割合 
53.3％ 60％以上 40.8％ Ｄ 

                      ※農林水産省（H27は内閣府）「食育に関する意識調査」より 

 

 

〇評価の基準は以下のとおりです。 

評 価 基 準 

Ａ 目標に達成した 

Ｂ 目標は達成していないが、改善傾向にある 

Ｃ 変わらない（±５％以内の場合） 

Ｄ 悪化している 

－ 平成 28 年の現状値なし 

２-4 第３次静岡市食育推進計画の目標と評価 
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2-5 食を取り巻く社会情勢 

 

（１）新型コロナウイルス感染症の流行とライフスタイルの変化 

令和元年に発生が確認された新型コロナウイルス感染症は、世界中で多くの感染者や死者を出

す事態を引き起こしました。わが国では、令和２年４月に緊急事態宣言を発出し、「感染防止の徹

底」、「外出自粛要請」、「時差出勤」、「テレワークの活用促進」といった措置が矢継ぎ早に講じら

れ、これにより、人々の行動・意識・生活様式・価値観等が大きく変化しました。また、在宅時

間や家族で食を考える機会が増えたことで、家庭での食育の重要性が高まるなど、食を見つめ直

す契機にもなりました。 

 

 

（２）「新たな日常」やデジタル化への対応 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、身体的距離の確保や３密（換気の悪い密閉空間・

多数が集まる密集場所・間近で会話や発声をする密接場面）の回避が迫られたことで、デジタル

技術の活用は喫緊の課題となりました。その一方、生活を支える多くの分野で ICT（情報通信技

術）や AI（人工知能）の活用等デジタル技術は日々進展を遂げており、加速度的に普及が進んで

います。令和３年には、国が第４次食育推進基本計画を策定し、その中で、横断的な重点事項と

して「デジタル技術を活用した食育の推進」が位置づけられるようになりました。 

このように「新たな日常」やデジタル化への対応の重要性は一層増しています。 

 

 

（３）食に関する価値観や暮らしのあり方の多様化 

在住外国人の増加とともに訪日外国人の増加によって、食の多様性に対する認識が広がりをみ

せており、今後は、宗教・人種・信条・身体的特性など様々な背景を有する多様性に富んだ方々

との交流・共生する機会の増加が予想されます。そのような方々と同じ食卓を囲み、食事を楽し

むことができるよう、理解や知識を深めていくことが求められるようになっています。 

また、少子高齢化の進行、女性の社会進出の促進、人生 100 年時代を見据えた社会制度の変容、

単身世帯の増加など、社会のあり方が大きく変わりつつあります。それに伴い、地域コミュニテ

ィが希薄化し、地域で受け継がれてきた食に関する情報や知識の伝承が困難になりつつあるとい

った課題が顕在化しています。 

  

２-５ 食を取り巻く社会情勢 



 

（４）食品ロスや環境問題 

消費者庁「令和３年度食品ロス量推計値の公表について」によると、わが国では、まだ食べら

れるにもかかわらず廃棄される食品、いわゆる「食品ロス」が 523 万トンにも上ります。これは、

世界中で飢餓に苦しむ人々に向けた世界の食料支援量(令和３年で年間約 440 万トン)の 1.2 倍に

相当するとされ、食品ロスを国民一人当たりに換算すると「茶碗約 1 杯分(約 114g)の食べ物」が

毎日捨てられていることになります。 

また、食品ロスを出すことは、食べ物を無駄にするだけでなく、運搬や焼却時に大量の二酸化

炭素を排出することにつながっています。国連環境計画（UNEP）の食品廃棄指標報告（ Food 

Waste Index Report 2021）によると、世界の温室効果ガス排出量のうち 8〜10％が、食べ物の

運搬や焼却など食品ロスに関連のあるものから発生していると推定されているなど、食品ロスは

食の問題に留まらず、環境にも大きな影響を及ぼしている世界的に解決すべき課題となっていま

す。 

 

食品ロス削減ガイドブック（消費者庁） 
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2-6 第３次静岡市食育推進計画の課題 

第３次静岡市食育推進計画の現状と評価に加え、国の食育推進の方向性を踏まえ、以下の項目

が今後の課題と考えます。 

 

（１）栄養バランスへの配慮、規則正しい食生活の実施 

 朝食では主食・主菜・副菜を組み合わせたバランスの良い内容で用意することが難しく、特

に主菜・副菜が不足している。また夕食では、主食を控える高齢者が増加している。昼食では、

自分の好みに偏った外食・中食を利用している市民が多い傾向で、間食の摂取も増加している。 

加齢に伴う体の変化により、やせ・肥満の割合の増加もみられることから、各年代に応じた

食事の重要性を理解し、主食・主菜・副菜を組合せた食事を身につける必要がある。 

 また、食品を適切に選択し、よく噛んで食べることや共食の機会を増やすなど、誰もが生涯

健康で心豊かな食生活の実現ができる取組を増やしていくことが課題である。 

 

 

（２）若い世代の食に対する興味・関心の喚起 

 若い世代は、他の世代と比べると食に関する課題が多く、栄養バランスのとれた食事、規則

正しい食習慣、女性のやせ、朝食の重要性等への知識や意識を高める必要がある。 

 健全な食生活を次世代につなげるためには若い世代が中心となり、食に関する情報の取得や

食の楽しさを体験し、健康の確保のため適切な食事等を実践することができるように食育を推

進することが課題である。 

 

 

（３）食の継承や地産地消、環境配慮などの持続可能性 

 食品ロス削減についての市民の関心は高まっているが、環境に配慮した食生活の普及・啓発

については、より一層、推進していく必要がある。 

 また、生産から消費に至るまでの食の循環を意識し、生産者と消費者との交流や体験活動を

通して、地産地消への取組を強化することが課題である。 

 食育ボランティア人材と連携し、地域に根ざした食育活動を通じて、しずおかの食文化の継

承につながる食育についても啓発が必要となっている。 

 

 

（４）「新たな日常」やデジタル化への対応 

 引き続き求められる感染症への対策や、ICT 等のデジタル技術を有効活用した効果的な情報

発信などが課題である。 

 

２-６ 第３次静岡市食育推進計画の課題 



 

 

 

 

  



 

 

第３章 基本理念と計画の視点 
 

 

 

第３章  

 

基本理念と計画の視点 

3-1 基本理念 

３-2 基本方針 

3-3 第４次静岡市食育推進計画の数値目標 



 

3-1 基本理念 

 

食で「しずおかのつながり」を深め、未来の健康を育もう 

～みんなでおいしく食べて、元気あふれるまちづくり～ 

 

静岡のおいしい食材を中心に、それぞれが楽しみながら味わい、健全な食生活とともに食を 

大切にする、心豊かな人間性を育むことを目指します。 

 

 

3-2 基本方針 

（１）誰もが生涯健康で心豊かな食生活の実現 

生活習慣病や低栄養予防に向け、栄養バランスの整った食事や減塩、野菜・果物の摂取等の実

践を目的に、各年代に応じた食の取組を行います。 

健康に配慮したメニューを提供する飲食店を増やす取組等を通じて、自然に健康になれる食環

境づくりを推進します。 

 

（２）若い世代が食を楽しみ、食の大切さを知る食育の推進 

若い世代が抱える食に関する課題（栄養バランス・野菜不足・共食・ 

女性のやせ等）は、他の年代と比べると多い傾向にあります。 

若い世代に向けた食育教室や食育キャンペーン、学校給食ウェブサイト 

等を通じた情報発信により、食育に関心を持つ機会を増やしていきます。 

静岡市の未来を担う若い世代が中心となり、健全な食生活等を次世代 

に継承していけるように取り組みます。 

 

（３）持続可能な食を支える環境の醸成 

環境に配慮した食生活の実践（食品ロス削減・エシカル消費など）や農林漁業体験等により 

生産者と消費者との交流を通じて、食べ物や環境を大切に思う気持ちを育むことを目指します。 

地域に根ざした食育ボランティアや民間事業者等と連携し、行事食・郷土食などの継承や、学

校給食における地場産物の活用や啓発等に取り組みます。  

3-2 基本方針 

3-１ 基本理念 

●横断的な取組としてデジタル化に対応した食育を推進していきます。 
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農林水産省は、食育の取組を子どもから大人まで誰にでも分かりやすく発信するため、表現を

単純化した絵文字であるピクトグラムを作成し、ホームページにて公表するなど、普及を進めて

います。 

ピクトグラムの考え方としては「食育推進基本計画の１次から３次まで目標に掲げられていて、

第４次食育推進基本計画でも重点事項に取り上げられている、普遍的に取り組むべき項目から選

択しています。また、食生活指針も参考にしています。」としており、本計画でもピクトグラムを

活用することで、分かりやすさや親しみやすさに配慮しています。 

 

家族や仲間と、会話を楽しみなが

ら食べる食事で、心も体も元気に

しましょう。 

朝食を食べて生活リズムを整え、

健康的な生活習慣につなげましょ

う。 

主食・主菜・副菜を組み合わせた

食事で、バランスの良い食生活に

つなげましょう。また、減塩や野

菜・果物摂取にも努めましょう。 

適正体重の維持や減塩に努めて、

生活習慣病を予防しましょう。 

口腔機能が十分に発達し維持され

ることが重要ですので、よくかん

でおいしく安全に食べましょう。 

食品の安全性等についての基礎的

な知識をもち、自ら判断し行動す

る力を養いましょう。 

いつ起こるかも知れない災害を意

識し、非常時のための食料品を備

蓄しておきましょう。 

SDGs の目標である持続可能な社

会を達成するため、環境に配慮し

た農林水産物・食品を購入したり、

食品ロスの削減を進めたりしまし

ょう。 

地域でとれた農林水産物や被災地

食品等を消費することで、食を支

える農林水産業や地域経済の活性

化、環境負荷の低減につなげまし

ょう。 

農林漁業を体験して、食や農林水

産業への理解を深めましょう。 

地域の郷土料理や伝統料理等の食

文化を大切にして、次の世代への

継承を図りましょう。 

生涯にわたって心も身体も健康

で、質の高い生活を送るために

「食」について考え、食育の取組

を推進しましょう。 

 

  

食育ピクトグラム 



 

（４）食育推進計画の体系 
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※（新規）…本計画策定時より登載（新規事業含む） 



 

3-3 第４次食育推進計画の数値目標 

No. 目標 対象 
現状値※１ 

（令和４年度） 

目標値 

（令和 12年度） 

1 食育に関心を持つ若い世代の割合 20～30 歳代 58.7％ 85％以上 

2 
食に関する情報を得るために行動をする若い世代

の割合 
20～30 歳代 46.3％ 80％以上 

3 
毎日１回以上家族や友人等と一緒に食事をする市

民の割合 
中学生～84 歳 66.8％ 85％以上 

4 食事を一人で食べる子どもの割合（朝食） 学童期（6～12 歳） 9.5％ 8.5％以下 

5 食事を一人で食べる子どもの割合（夕食） 学童期（6～12 歳） 2.9％ 2.5％以下 

6 朝食を欠食する若い世代の割合 

学童期（6～12 歳） 4.2％ 0％ 

思春期（13～19 歳） 17.2％ 0％ 

20 歳代 29.9％ 25％以下 

30 歳代 22.3％ 20％以下 

7 
主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以

上ほぼ毎日食べている市民の割合 
中学生～84 歳 49.3％ 60％以上 

8 
主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以

上ほぼ毎日食べている若い世代の割合 
20～30 歳代 34.9％ 50％以上 

9 １日あたりの食塩摂取量の平均値 20 歳以上 10.1ｇ 8ｇ以下 

10 １日あたりの野菜摂取量の平均値 20 歳以上 280.5ｇ 350ｇ以上 

11 １日あたりの果物摂取量の 100g未満の市民の割合 20 歳以上 61.6％ 30％以下 

12 女性のやせ（低体重：BMI18.5 未満）の割合 20～30 歳代 15.3％ 15%未満 

13 高齢者のやせ（低体重：BMI20 以下）の割合 65 歳以上 22.8％ 17％以下 

14 
生活習慣病予防や改善のために、適切な食事や 

定期的な運動を継続して実施している市民の割合 
中学生～84 歳 66.1％ 75％以上 

15 定期的に歯科健診を受診している市民の割合 中学生～84 歳 57.5％ 85％以上 

16 
ゆっくり噛んで味わって食べるなど食べ方に関心

のある市民の割合 
中学生～84 歳 39.9％ 45％以上 

17 
食育の推進に関わるボランティア団体等において

活動する市民の数 
18 歳以上 1,412 人 

1,500 人 

以上 

18 農林漁業体験をしたことがある市民の割合 中学生～84 歳 31.9％ 40％以上 

19 
地元（静岡市）で生産されたものを日頃から購入 

するようにしている市民の割合 
18 歳以上 21.0％ 30％以上 

20 
環境に配慮した農林水産物・食品を選ぶ市民の 

割合 
中学生～84 歳 44.7％ 65％以上 

21 食品ロス削減のために行動をしている市民の割合 中学生～84 歳 61.2％ 75％以上 

22 
地域や家庭で受け継がれた伝統的な料理や作法な

どを継承している市民の割合 
中学生～84 歳 28.2％ 35％以上 

23 
郷土食・伝統料理を月１回以上食べている市民の

割合 
中学生～84 歳 － 30％以上 

24 茶葉から入れた緑茶を飲む市民の割合 中学生～84 歳 40.8％ 60％以上 

25 
食品の安全性について基礎的知識を持つ市民の 

割合  
中学生～84 歳 63.9％ 70％以上 

26 
栄養バランスに関わる食育を、栄養教諭・栄養士を

活用して実施した学校の割合 
全公立小中学校 71.9％ 100％ 

27 学童期や思春期に関わる食育を実施した学校の割合 全公立小中学校 65.9％ 80％以上 

28 
食べ残しや食品ロスに関わる食育を、学校給食と

関連させて実施した学校の割合 
全公立小中学校 68.6％ 80％以上 

※現状値の出典 1-8,12-16,18,20-22.24-25：「静岡市健康・食育に関する意識・生活アンケート調査」（令和４年実施） 

9－11：「国：第４次食育推進基本計画(R1 の数値)」 17：当課調査（静岡市と連携したボランティア団体等） 

19：「静岡市農業振興計画」（農業政策課） 26-28：学校給食課調査 

3-3 第４次食育推進計画の数値目標 


